
学校番号 1011 

令和５年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 地理Ａ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 高等学校 地理Ａ新版「世界に目を向け、地域に学ぶ」 

副教材等 新鮮高等地図 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

グローバルな視点から、身近な話題や現象を材料に世界の地形や風俗習慣について理解させた

い。個々人が主体的に考察し、興味関心を持つように心掛けたい。そのため、世界史関連の話題

もできるだけ盛り込みたい。 

 

２ 学習の到達目標 

外国や世界の諸地域の自然や産業・文化の特徴を把握する。 

外国や世界の諸地域と日本との関わりを理解し、まとめ、説明できる力を身につける。 

地理資料や統計資料を適切に活用し、現在の世界について正しい理解に導く力を身につける。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

現代世界の地理的な

諸課題に対する関心

と課題意識を高め，そ

れを意識的に追究す

るとともに，国際社会

に主体的に生きる日

本人としての責任を

果たそうとする。 

現代世界の地理的事

象から課題を見いだ

し，地域性を踏まえて

多面的・多角的に考察

するとともに，国際社

会の変化を踏まえて

公正に判断し，考察の

過程や判断した結果

を適切に表現する。 

地図や統計，画像など

地域に関する諸資料

を収集し，有用な情報

を選択，活用すること

を通して現代世界の

地理的事象を追究す

る技能を身に付ける。 

現代世界の地理的な

諸課題についての基

本的な事柄や追究の

方法を理解し，その

知識を身に付けてい

る。 

評
価
方
法 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

定期考査 

ワークシート 

 

定期考査 

ワークシート 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b C d 

１
学
期 

１
章 

地
球
儀
や
地
図
で
と
ら
え
る
現
代
世
界 

 

①球面で世界を考えよう 

②世界地図の特徴を知ろ

う 

③世界観の広がりと地図 

④国家の領域と領土問題 

⑤国家をこえた結びつき 

⑥交通機関の発達と縮小

する地球世界 

⑦情報・通信で一体化す

る世界 

⑧人・「もの」・資本で結

びつく世界 

○ ○ ○  a:日本から見ると世界各地は

どのような位置にあるか理解

する 

b:国家の範囲はどのように決

められているのか理解し、国境

や領土をめぐる問題について

考える。 

グローバル化が日常生活に与

えた影響に着目する。 

c:球面を平面に描いたさまざ

まな世界地図の特徴を知り、目

的に応じて地図を活用する。 

ワークシート 

定期考査 

２
章 

世
界
の
人
々
の
生
活
を
取
り
ま
く
地
球
的
環
境 

 

①さまざまな環境の中で

暮らす人々 

②世界的視野から見た地

形 

③さまざまな地形と生活 

④世界的視野から見た気

候 

⑤世界の気候と生活 

⑥世界の民族・宗教と生

活・文化 

⑦生活・文化を支える産

業の地域性 

○ ○   a: 人々の生活様式の差異

を，地理的環境とのかかわ

りから学習する。 

b: 世界の人々の生活様式

について，どのような特徴

があるか，興味をもつこと

ができる。 

 

同上 

２
学
期 

３
章 

世
界
の
諸
地
域
の
生
活
・
文
化
と
環
境 

 

①東アジアの暮らしを学

ぶ 

②東南アジアの暮らしを

学ぶ 

③南アジアの暮らしを学

ぶ 

④北アフリカ・西アジア

の・中央アジアの暮ら

しを学ぶ 

⑤中南アフリカの暮らし

を学ぶ 

 

  ○ ○ c: 企業や官庁などに問い

合わせるなどして資料を収

集し,それらの資料から地域

の変化を調べることができ

る。 

d: 自然環境に育まれた生

活・文化が，近年の経済成長

によって変化していること

を理解でき。将来の日本と

の関係について考察するこ

とができる。 

同上 



  

⑥ヨーロッパの暮らしを

学ぶ 

⑦ロシアと周辺諸国の暮

らしを学ぶ 

⑧北アメリカの暮らしを

学ぶ 

⑨中央・南アメリカの暮

らしを学ぶ 

⑩オセアニアの暮らしを

学ぶ 

 

○ ○ ○  a: ヨーロッパの中での地

域性を学び，一体化の進む

ヨーロッパ社会を理解す

る。 

b: 世界各地の生活と文化

を考察して，異文化理解を

深めるとともに，他者を,尊

重し，世界の人々と交流を

進めようとする態度が身に

ついている。 

c: 地域がかかえる課題や

特徴を課題として調べ，結

果を話し合うことができ

る。 

同上 

３
学
期 

４
章 

私
た
ち
が
直
面
す
る
地
球
的
課
題 

 

①地域の違いとつながり

に注目する 

②人口問題－対照的な人

口増大と少子・高齢化 

③食料問題－食料需給の

アンバランス 

○ ○   a: 地球的課題の解決の困

難さや，地域差を学習し，そ

の地域性に応じた取り組み

が必要であることを理解す

る。 

b: 人間が直面する地球的

課題にはどのようなものが

あるかに，まずは関心をも

つことができる。 

同上 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 


